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ジゼール・ブルレの音楽論における演奏的身ぶりの問題  
山下 尚一   
本論文の目的は、20世紀フランスの音楽美学者であるジゼール・ブルレ（1915－  
73）の美学的思想をもとにして、音楽演奏における身ぶりや身体の意味について考察  



























とによって、音楽体験と身体と作品性が相互に関係する動態的な場面をより深く考究   
38  山下  
できるからである。  






























（eternelleactualit6）である。その行為によって作品は、休みなく作り直されること   



































とつの本質や形式的核心と、いくつもの可能的存在や実現とのあいだに、ある関係が   






























mat6riel）」（ICll）B。   



































「私たちは私たちのうちに、私たちの意志の隠された行剃こよって音響を見つけ出す」   
42  山下  
（IC12）といった「まったく内的な身ぶり」（IC12）があり、それをとおして内的な音  
楽性が目指されるのに対して、他方で、音楽はみずからを示すために、「演奏者に音  
































る程度特定できるのだろう。このように、音は物質的であるとはいえないし、それと   





























度」という衣規を執拗にもち出している12。   
ブルレの論に沿うならば、この言葉の多用は何を意味するのだろうか。最初に考え  
られるのは、演奏者による演奏行為は、作仙家による創造行為を単純にやり直すもの  
であるということである。この場合演奏するということは、作品のオリジナルな創造   


























いやり方でよみがえらせねばならない。そしてその独特の身ぶりにしたが って、音た  
ちにみずからの解答を与え、ひとつの作品へと練り上げていかねばならない。このこ  







そうではない。「われわれは再創造なしに音楽を知ることができないので、作品のた   



































為が永続的に可能であるということに存している」（IC8）のである。こうして、ブル   



































在を練り上げている。しかしそれ以上に彼の身体は、現在のものとまったく同じフレー   



































れるのであり、ひとつの同じものであると同時にまったく別のものとして存在するの   
































ある演奏者が今私たちの前で音を提示するということは、それだけで、過去の演奏の   








































のつど乗り越えつつ作り直していく演奏の即興的創造性を見出そうとしていることはまちがい   
















8 プルレはここで、ダンスの身体の身ぶりに対応するものとして、音楽の「声の身ぶり」と  
いう考えをもち出している。この興味深く創造的な概念については、拙論「ジゼール・ブルレ  
における音楽的知覚の問題」、『文化交流研究』創刊号（2006年）、1～15頁を参照。  
9 たとえばブルレは「記憶（m6moire）」の観念をもち出し、ほとんど何の論証もなく素朴な  
仕方で、記憶作用が音楽芸術と時間性を結びつけるということを主張している（TMl－3）。  






















13 ここに見られる反復の特徴は、往2で述べたように、ラヴェルのアクト概念の影響が強い  
と思われる。たとえば、Lavelle，1bid，pp．116－117を参照。  
l‘1芝地、前掲論文、61頁。   
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16 ブルレの演奏論には、演奏の身ぶりが音たちを音楽作品へと生成させていくという思想が  
あらわれているが、音たちが主体となって身ぶりにはたらきかけ、作品となっていくという観  
点は見られない。音を出発点とするこの間題については、稿をあらためて論じることにしたい。  










18  Hans－Geol￥Gadamer，m7hrheitundMethode（TLibingen，］．C．B．Mohr，1960，4．Aunage，  
1975），p．113．邦訳ガダマー『真理と方法劃（束京、法政大学出版局、1986年）、172頁。  
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